
 

     

   日頃、地域医療連携にご支援・ご協力をいただきありがとう 

   ごさいます。 

  平成24年9月4日、秋田県厚生連第2回地域医療連携室担当者 

 会議が行われ、各病院の連携室の体制や紹介・逆紹介の実績、 

 情報提供に関する加算算定状況について協議されました。 

  今回は、会議内容の一部を報告いたします。 
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持参検査物に関する点数算定状況について 

 

 

 

 

 

 

日 時：平成24年9月4日（火）午後2時 

場 所：秋田県JAビル 6階会議室 

参加者：秋田県厚生連 9病院 地域医療連携室担当者13名、本所6名、計19名 

目 的：秋田県厚生連の各病院における、地域医療連携の推進と連携の円滑化 

持参物 点 数 H24年4～7月算定件数 

 心電図（1回につき） 70 71 

 負荷心電図（1回につき） 70 1 

 脳波検査（1回につき） 70 0 

 内視鏡検査（1回につき） 70 2 

 単純撮影（イ）…頭部・躯体（胸・腹・脊椎） 85  82 

 同：間接撮影 43 1 

 特殊撮影（断層撮影等） 96  1   

 同：間接撮影 48 7 

 造影剤使用撮影（MDL・アインラーフ等） 72  0 

 同：間接撮影 36 0 

 乳房撮影 306 0 

 CT 450  16 

 単純撮影（ロ）…四肢 43 16 

 同：間接撮影 22 0 

算定金額 

49,700 

700 

0 

1,400 

69,700 

430 

6,880 

0 

960 

3,360 

0 

0 

0 

72,000 

合 計     197     205,130 

＊ 持参物の点数算定一覧 

 会議では、紹介患者さんが持参された検査物の点数算定状況について、説明がありました。 

 地域医療機関（厚生連の病院も含む）からのご紹介の際、検査物を持参された場合は、下記の 

とおり、検査の種類ごとの加算算定が可能です。但し、CTについては、その月に当院で撮影した 

場合、算定ができません。 

 医事企画課では、「持参物チェックシート」を作成し、算定漏れがないよう工夫しています。 

 救急搬送や、検査物が直接医局へ郵送された場合は、算定が漏れやすくなりますので、病棟・ 

外来の医事企画課の事務へ声をかけ、確実に算定できるようにしましょう。 


